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PAS による解析 

Portfolioから起動 PAS からファイル読み込み 
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解析用ソフトウェアPAS へのデータ移行には２種類あります 

選択された３ＤデータをPASに移行させるアイコンの利用 PAS起動後、PLYファイルを読み込むアイコンの利用 

Portfolio 画面 PAS 画面 



PAS による解析手順 

PAS 1.2.13 
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PAS 解析手順 

2014/11/16 4 

① ② ③ 基本は３ステップ 
① 解析範囲切り出し 
② 基準円筒生成 
③ 腐食領域自動検出 



①解析対象領域の切り出し 
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Select チェックした状態で、 
マウスで選択された領域が 
赤く表示されます。 
Keepで保持、 Doneで完了 

(1) 切り出し作業用アイコン 

領域指定は、Reset をすることで、保存前であれば 
いつでも何度でもやり直し可能。 

(2) 切り出した結果を保存するアイコン 



切り出し後 
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②基準円筒の生成とカラーマップ 
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基準円筒生成用アイコン 

このカラーマップは、生成された基準円筒との差分を表示 

基準円筒より外側がマイナス、内側（腐食）がプラス表示 

解析対象領域の最大値、最小値にわたり、カラーマップを自動分布 

生成された基準円筒の半径(mm) 



③腐食領域検出条件設定 
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設計肉厚入力 

検出腐食割合設定 
（設計肉厚に対する割合） 

検出腐食面積設定 

条件の保存 

条件に合って検出された領域のデータ 



最深箇所の特定 
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(1) この画面内で、マウス右クリックでポップアップウィンドウを表示 

(2) Show Max Depth  Level 1 選択で、領域内の最深箇所を十文字で表示 



損失体積の表示 
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最深箇所 



カラーマップオフ設定 

2014/11/16 11 



カラーマップオフ 
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損失体積 



カラーマップオン設定 
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①解析対象領域の切り出し 
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ネジ部の切り出し後 
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②基準円筒の生成とカラーマップ 
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ネジ山谷のグラフ表示 
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カラーマップの最大絶対値を持つ 
座標点の、横断面（長手）、縦断面 
（円周）を表示 

縦断面 

横断面 

横断面 

縦断面 

ねじ山が失われている領域 



ネジ山谷の表示（２か所目重畳） 
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２か所目をマウスクリックで選択 



特徴検出方法の変更 
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デフォルト設定 
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この画面にて、検出方法やフィルタ適用の有無などを変更できる。 
デフォルト（起動状態）では、以下の設定となっている。 



フィルタオフ設定 
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0.1mm 程度の変化量を十分な精度で検出する場合、フィルタをオフ (None) にする。 

ここで、OK を押すと、Analyze（基準円筒の生成）が始まる 

注意： もし、手動でParental Metal （健全面）の指定をしていた場合は、それが無効になるので、 
再度、指定が必要となる。 



フィルタオフ後のカラーマップ 
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フィルタオフ時のグラフ表示 
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フィルタをオフにしたことで、ネジ山谷の詳細な変化をカラーマップに表現している 

フィルタをオフにしたことで、カラーバーの範囲も若干広くなっている 



フィルタオン時のグラフ表示 
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カラーバー設定の変更 
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カラーバーの下限 (Bottom) と上限 (Top) を区切りの良い数字にすることで、Dent Analysis グラフの 
縦軸、横軸が区切りの良い表示となる。 

Colorbar range: Manually 設定 

Bottom は基準面より上、 Top は基準面より下、を意味しているので、注意 



カラーバー設定変更後 
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Colorbar range: Manually 設定がここに反映される 

ただし、グラフでは符号が反転しているので注意。 



CSV データ出力の設定 
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計測面全体を、一定のサンプリング間隔で csv ファイルとして出力 



CSV ファイルの指定 
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Excel file は、報告書の自動生成オプション 
CSV オプションを選択しないと、csv file は生成されない。 
 
PCにエクセルが搭載されていれば、csv file 生成の後、エクセルが自動的に起動する。 



生成されたCSVデータ (Excel 表示) 
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長手方向の距離 
円周方向の角度 



表示方法変更例１ 
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山谷の表示 
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表示方法の変更例２ 
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